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次の問いに答えよ．

(1) 方程式 13x+ 9y = 1 の整数解をすべて求めよ．

(2) 不等式 |t(t+ 300)| ≦ 20000 を満たす実数 t の値の範囲を求めよ．

(3) (2) で求めた範囲に含まれる整数の個数を求めよ．ただし，必要ならば 4.12 <√
17 < 4.13 を用いてよい．

(4) 13で割ると 11余り，9で割ると 7余るような整数で，(2)で求めた範囲に含まれ

るものは何個あるか．また，そのうち最小となるものを求めよ．

(19 金沢大 人間社会 1)

【答】

(1) (x, y) = (−2 + 9k, 3− 13k) (k は整数)

(2) −150− 50
√
17 ≦ t ≦ −200 または −100 ≦ t ≦ −150 + 50

√
17

(3) 314

(4) 3個，−353

【解答】

(1) 13x+ 9y = 1 …… 1⃝
x = −2, y = 3 は， 1⃝の解の 1つであり

13 · (−2) + 9 · 3 = 1 …… 2⃝

が成り立つ． 1⃝, 2⃝の辺々を引くと

13(x+ 2) + 9(y − 3) = 0

∴ 13(x+ 2) = −9(y − 3)

13と 9は互いに素であるから，k を整数として

x+ 2 = 9k, y − 3 = −13k

と表すことができる．
よって， 1⃝の整数解は

(x, y) = (−2 + 9k, 3 − 13k) (kは整数) ……（答）

(2) |t(t+ 300)| ≦ 20000 ⇐⇒ −20000 ≦ t(t+ 300) ≦ 20000

−20000 ≦ t(t+ 300)を解くと

t2 + 300t+ 20000 ≧ 0

(t+ 100)(t+ 200) ≧ 0

∴ t ≦ −200 または − 100 ≦ t

t(t+ 300) ≦ 20000を解くと

t2 + 300t− 20000 ≦ 0

− 150− 50
√
17 ≦ t ≦ −150 + 50

√
17

よって，求める tの値の範囲は

−150 − 50
√
17 ≦ t ≦ −200 または − 100 ≦ t ≦ −150 + 50

√
17 ……（答）
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(3) 4.12 <
√
17 < 4.13から

206 < 50
√
17 < 206.5

−356.5 < −150 − 50
√
17 < −356であるから，−150 − 50

√
17 ≦ t ≦ −200 の範囲に含ま

れる整数は −356, − 355, · · · , − 200である．この個数は

−200− (−356) + 1 = 157 (個)

また 56 < −150 + 50
√
17 < 56.5であるから，−100 ≦ t ≦ −150 + 50

√
17 の範囲に含まれ

る整数は −100, − 99, · · · , 56である．この個数は

56− (−100) + 1 = 157 (個)

よって，(2) で求めた範囲に含まれる整数の個数は

157 + 157 = 314 (個) ……（答）

(4) 13で割ると 11余り，9で割ると 7余るような整数で，(2) で求めた範囲に含まれる整数
を n とすると

n = 13x+ 11 …… 3⃝
n = 9y + 7 …… 4⃝
「− 150− 50

√
17 ≦ n ≦ −200

または − 100 ≦ n ≦ −150 + 50
√
17」 …… 5⃝

を満たす整数 x, y が存在する．
3⃝， 4⃝より

13x+ 11 = 9y + 7

∴ 13(x+ 1) = 9(y + 1)

13と 9は互いに素であるから，k を整数として

x+ 1 = 9k, y + 1 = 13k

∴ x = 9k − 1, y = 13k − 1

と表すことができる．よって

n = 13(9k − 1) + 11 = 117k − 2

nは整数で 5⃝を満たすから

− 356 ≦ n ≦ −200 または − 100 ≦ n ≦ 56

∴ − 354
117

≦ k ≦ − 198
117

または − 98
117

≦ k ≦ 58
117

k は整数であるから

k = −3, − 2, 0

したがって，(2) の範囲に含まれる nは 3個 ある． ……（答）
また，そのうち最小となるものは

117 · (−3)− 2 = −353 ……（答）

• 13x+ 11 = 9y + 7を (1)を利用して解く．

13x+ 9(−y) = −4

であり， 2⃝を −4倍すると

13 · 8 + 9(−12) = −4
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であるから，辺々の差をとることにより

13(x− 8) + 9(−y + 12) = 0

∴ 13(x− 8) = −9(−y + 12)

と変形できる．13と 9が互いに素であることより

x = 8 + 9l, y = 12 + 13l (lは整数)

を表すことができる．このとき

n = 13(8 + 9l) + 11 = 117l + 115

となる．
このとき， 5⃝ を満たす l は l = −4, − 3, − 1 の 3 個であり，最小の n は n =

117 · (−4) + 115 = −353である．


